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調査の概要
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・今回の事故では、５ミリ秒という極めて短い時間幅のビームが金標的に照射さ
れた結果、金標的が損傷し、放射性物質が管理区域であるハドロン実験ホー
ル内や管理区域外に漏えいしたと考えられます。

・原因を究明するためには、金標的を近距離からファイバースコープ等で直接
観察して調査することが必要です。
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調査の準備
• 金標的はハドロン実験ホールの１次ビームライントンネル内にあり、観察

するためには、金標的の上部にある遮へい体（コンクリートや鉄製のブロッ
ク）を順に移動し、開口部を設ける必要があります。

• また、今回の事故による放射性物質は、金標的が設置されているハドロン
実験ホール一次ビームライントンネルと扉などで繋がった５０GeVシンクロ
トロントンネルに存在していることを確認しています。

• このため、金標的の調査を進めるにあたっては、放射性物質の拡散防止
等の観点から、以下のとおり対応を図ります。
① 新たにチャコールフィルタを設置し、トンネル内の空気を循環させることで、空気中の放

射性物質の濃度をできる限り低減させる。
• 現在観測されているトンネル内の空気中の放射性物質の主要な核種はヨウ素125で、事故当初観測されていた

核種の多くは減衰しています。 チャコールフィルタはヨウ素125を効率よく除去することができます。

② 放射性物質の濃度が十分低下したことを確認した後、放射性物質の濃度を監視しなが
ら、 ５０GeVシンクロトロンの第1～第3機械棟、ハドロン(HD)第1機械棟、HD第2機械棟
から、HEPAフィルタを通して排気する。

– ハドロン実験ホールはすでに第１種管理区域に設定されており、汚染がホール外部へ
持ち出されないよう管理されています。
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調査の準備

トンネル/スイッチヤード

チャコールフィルタ

循環時は空気の一
部がチャコールフィ
ルタを通ります。

排気筒

外気

循環運転：十分循環運転することでヨウ素
125などを取り除きます。

トンネル/スイッチヤード

HEPAフィルタ

排気筒

外気

排気：放射性物質濃度を十分下げてから
排気します。

排気時は空気の全
量がHEPAフィルタ
を通ります。

機械棟
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機械棟の配置図

（ＭＲ加速器）
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トンネル内の放射性物質濃度

• 表2は3ヶ月間排気を続けた場合の平均濃度で、法令で定める排気中濃度限度を下
回っています。

• しかしながら、さらにこれを低減させるため、排気を始める前にチャコールフィルタを設
置し、空気中の放射性物質を回収し、可能な限り放射性物質の濃度を低減します。

• 放射性物質の濃度が十分低下したことを確認した後、法令で定める排気中濃度限度を
超えることがないよう監視しながら、 ５０GeVシンクロトロンの第1～第3機械棟、ハドロン
(HD)第1機械棟、HD第2機械棟から、HEPAフィルタを通して、排気します。

• ヨウ素125：現在観測されているトンネル内の空気中の放射性物質の主要な核種はヨウ
素125で、事故当初観測されていた核種の多くは減衰しています。チャコールフィルタは
ヨウ素125を効率よく除去することができます。

法令で定める排気中濃度限度 １２５Ｉ： 8x10-6 Bq/cm3

５０GeVシンクロトロン施設 ハドロン実験施設

125
I

(ヨウ素125)
7.3x10

-11
1.1x10

-8

表2 ビームライントンネル内を排気した場合の3ヶ月平均排気中濃度(Bq/cm3)

５０GeVシンクロトロントンネル ハドロン実験ホール１次ビームライントンネル

125
I

(ヨウ素125)
4.1x10

-7
1.4x10

-4

表1 サンプリングによる空気中の放射性物質の濃度(Bq/cm3)
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金標的周辺の遮へい体移動作業

床面シート養生

北

南

西

東

床面シート養生

床面シート養生

サーベイエリア

この部分の遮へい体を順
次「仮置エリア」に移動しま
す。

金標的
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遮へい体移動の手順

• 遮へい体を移動する際には、汚染を拡大させ
ないように細心の注意を払うとともに、作業者
の安全に万全を期します。

– 遮へい体一層毎の汚染検査、空気のサンプリング

– 作業者は専用の防護衣、マスクを着用

– シートなどによる念入りな養生

– 空気清浄器の設置

– 局所排気装置の設置
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上部遮へい体の除去作業

遮へい体

シート

養生テープ

約10cm

ダストサンプリングホース

ワイヤー

西 東

ダストサンプラー

遮へい体（ブロック）一層毎に空気
のサンプリングを行い、放射性物質
の濃度に問題がないか調べます。

遮蔽体は取り外し後サーベイ、スミ
ヤなどの汚染検査を行います。
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上部遮へい体の除去作業

西 東

ゴムシート
高さ 12 m

高さ 8 m

高さ 6 m

高さ 5 m

高さ 3 m

金標的

開放範囲

高さ 10 m

サービストンネル

クレーンシート
養生テープ

対象シールド
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西 東

高さ 12 m

高さ 8 m

高さ 6 m

高さ 5 m

高さ 3 m

遮へい体移動前の空気サンプリング

高さ 10 m

空気サンプリング
シート
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西 東

高さ 12 m

高さ 8 m

高さ 6 m

高さ 5 m

高さ 3 m

上部遮へい体の移動

高さ 10 m

クレーン
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西 東

高さ 12 m

高さ 8 m

高さ 6 m

高さ 5 m

高さ 3 m

遮へい体仮置き場への移動

高さ 10 m

仮置き場に
移動・サーベイ

シート
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下部遮へい体の除去作業

金標的

１次ビームライントンネル

養生テープ

空気清浄器

二段階の汚染拡大防止
• １次ビームライントンネルの排気
• 空気清浄器の設置
• 局所排気装置の設置

高さ 8 m

高さ 6 m

高さ 5 m

高さ 3 m

高さ 10 m

高さ 12 m

西
東

フレーム付きシート

作業していない時間帯は
追加のシートをかけます

機械棟へ

空気の流れ

フィルタ付き
局所排気装置

クレーン
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遮へい体移動時の空気の流れ

ハドロン実験ホール（断面）

金標的

フィルタ

排気筒

機械棟

空気

空気

空気

空気

空気
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金標的

１次ビームライントンネル

空気清浄器

高さ 8 m

高さ 6 m

高さ 5 m

高さ 3 m

高さ 10 m

高さ 12 m

西
東

機械棟へ

フィルタ付き
局所排気装置

下部遮へい体の取り出し

クレーン

空気の流れ
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金標的

１次ビームライントンネル

空気清浄器

高さ 8 m

高さ 6 m

高さ 5 m

高さ 3 m

高さ 10 m

高さ 12 m

西
東

機械棟へ

フィルタ付き
局所排気装置

下部遮へい体の仮置き場への移動 クレーン 仮置き場に
移動・サーベイ

空気の流れ
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上部遮へい体開口部開閉

東
西

北

南

フレーム付きシート

クレーン作業時
は必要箇所のみ
取り外します
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ホッケースティック
状のガイド

1m

4.5m

すきま87mm×幅500mmの開口部

スコープ用
パイプ足場

遮へい体の移動完了後、ホッケースティック状のガイドを固定し、
ファイバスコープなどを用いて金標的を観察します。
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①L字先端の長さを変
えて観察します

②可能なら、こちら側か
らも観察します

①②

50cm
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準備しているファイバースコープ
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模擬標的を用いた観察の練習

観察用足場
(高さ4.5m)

ダミー標的と
透明パイプ

照明を消してビデオスコープで撮影 デジタルズームで拡大
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金標的観察作業工程

５０GeVシンクロトロン第1～第3機械棟
およびハドロン第1機械棟排気

ハドロン第2機械棟排気

ハドロン一次ビームライントンネル
排気

ハドロン一次ビームライン
遮へい体撤去

ファイバースコープ設置

金標的観察

ハドロン一次ビームライン
遮へい体の再設置

約2週間 約2週間

排気開始から標的観察まで約1ヶ月

作業状況によって、工程が変ることがあります。
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